




　「バリアフリーダイビング全国大会」は、本年をもちまして第11回を迎えることになりました。本大会は徐々にではありま

すが広く定着しているものと感じます。それもひとえに皆様方のご支援、ご協力の賜物でございます。深く感謝申し上げます。 

　設立当初より、当大会の目指すテーマは、沖縄の青い海を舞台に、障害者及び健常者が「レジャースポーツや沖縄の文化」を通

じて触れ合う事により、“心のバリア”を取り除き、活動する事の「楽しさ」「喜び」「感動」を伝え合い、心身のリハビリテーション

及びノーマライゼーション（共に生きる社会）に寄与すべく、正に当初から壁を作らない「ユニバーサル大会」でございます。 

　さて、第11回のテーマは、「Let
,
s start ～ 始まりは全てここから、それは・・・海。 ～」で、ございます。昨年は節目の第10回大

会を無事終了することができました。そして今年は、初心に戻り、初心を忘れず、新たにスタートしましょうということでご

ざいます。 

　そして今年2008年は国際サンゴ礁年でございます。多くの人に、まずは、サンゴ礁の価値と危機的な現状に関心をもっても

らい（知ろう）、そして、海や水族館などでサンゴ礁を体験してもらい（行こう）、その上で、サンゴ礁の保全・再生の活動に参加し

てもらう（守ろう）という意味がこめられ、日本におけるキャッチフレーズとして「知ろう、行こう、守ろう」が決定されました。 

　そこで、当大会も「国際サンゴ礁年2008」の普及と活動の推進に協力すべく、2日目の午前中にサンゴフォーラムを開催い

たします。サンゴの正体、サンゴ礁のある海、サンゴ礁のめぐみ、サンゴ礁があぶない、さんご礁についてもっと知りたい、伝

えたいことなどを供に学んでいきましょう。 

　当協会が目標とする「誰でも参加できる差別のないレジャースポーツ」の実現に、皆様方の振興普及活動にご協力をお願い

するしだいでございます。 

　最後に、全参加者の皆さんには、例年通りすばらしい大会になりますよう大会期間中は健康に留意されまして、たくさんの

「感動」と良い「想い出」を持ち帰っていただきたき、そして「サンゴ礁」について少しでも理解してもらい、その心のつながり

を全国の皆様へお伝えいただくようお願いを申し上げます。本大会にご支援ご協力を頂きました皆様方に心より感謝を申し

上げ、ごあいさつと致します。 

ごあいさつ 

日本バリアフリーダイビング協会 

会　　長　山　田　　眞佐喜 

ごあいさつ 

　第11回日本バリアフリーダイビング全国大会の開催を心からお喜び申し上げます。 

　本大会は、障害者と健常者がマリンスポーツを通じて触れ合い、お互いが心と心を通い合わせ、感動を分かち合うことによ

ってノーマライゼーション（共に生きる社会）の推進を図ることを目的として開催されます。 

　沖縄県においては、スポーツは、障害のある方の生活をより豊かにし、ひいては自立につながるものであるとの認識のもと、

障害者の社会参加を促し、地域住民との交流を図りお互いの理解を深めるため、スポーツ・レクリエーション活動や文化活動

を促進しております。 

　このような中、本大会が「 Let
,
s start ～ 始まりは全てここから、それは･･･海 ～ 」をテーマに、今年も沖縄のエメラルドグリ

ーンの海を舞台に開催されますことは、大変意義深いことであります。 

　本大会に御参加の皆様には、沖縄の素晴らしい海をはじめとした豊かな自然のなかでダイビングを楽しんでいただくことで、

友好の輪が広がることを期待しております。 

　結びに、本大会の開催に御尽力いただきました関係者、並びにボランティアの皆様に深く感謝申し上げますとともに、皆様

のますますの御健勝と御活躍を祈念しまして、あいさつといたします。 

沖縄県知事　仲井眞　　弘　多 
平成20 年 6月 2 6 日  
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は、障害者スポーツを応援しています 

ごあいさつ 

文部科学省所管法人 
財団法人社会スポーツセンター 

会　　長　後　藤　　忠　治 

　第11回「バリアフリーダイビング全国大会」が、日本を代表する豊かなサンゴとどこまでも続く透明度の高い美しい海を有

するここ沖縄で開催されますことを、心よりお慶び申しあげます。 

　この度、チャレンジ精神を持って海中を自由に散歩したいという夢をかなえた障害者の方々にまず敬意を表したいと思い

ます。 

　そして、サポートダイバーとして全国から参加された心あるダイバーの方々にも敬意を表しますと共に、心よりお礼申し

上げます。 

　チャレンジしようと思っていてもなかなか行動に移せない多忙な生活環境の中で、多くの仲間が集い、共にマリンスポー

ツの楽しさや感動を共感できるこの大会は、大変意義のある文化レベルの高いスポーツイベントであると考えます。 

　当財団も「スポーツを通して大きな夢と感動を！」を合い言葉に、自然と共生し、チャレンジ精神を養う21世紀型のスポー

ツ文化の創造を目指しております。「ふれあい」をテーマとする今年の大会において、すべての参加者が大自然の中でダイビ

ングを楽しみ、友好の輪を広げ、多くの喜びと笑い声の絶えない大会となりますことを願ってやみません。 

　最後に本大会の開催にご尽力いただきました日本バリアフリーダイビング協会をはじめ、関係者ならびにボランティアの

皆様に深く感謝申し上げますとともに、参加者全員の安全をご祈念し、ご挨拶とさせていただきます。 

 

ごあいさつ 

那覇市長　翁　長　　雄　志 

　「第11回バリアフリーダイビング全国大会」が、今年も、ここ沖縄県において開催されますことを心からお喜び申し上げま

すとともに、全国各都道府県からお越しの皆様には、心から歓迎を申し上げます。 

　また、日本バリアフリーダイビング協会の皆様、関係者の皆様には、日頃より障がいのある方々の社会福祉の向上に向けた、

様々な活動に取り組んでおられますことに対し、深く敬意を表します。 

　今回の「バリアフリーダイビング全国大会」は、障がいある方々と健常者がマリンスポーツを通して触れ合い、心のバリア

を取り除き、リハビリテーション及びノーマライゼーションに貢献することを目的に開催されることと伺っております。 

　本大会が、今年も沖縄で開催されますことは、障がいの垣根を超えて、ともに支えあう「ゆいまーる」社会の構築を目指して

いる本市にとって大変意義深いことであります。 

　さて、那覇市は、世界文化遺産に登録された｢首里城｣周辺及び｢識名園｣の歴史的文化遺産をはじめとした独自の琉球文化を

始め、エキサイティングな那覇ハーリー、また、那覇まつりでは43トンの綱をつかって行われる大綱挽き、日本最大規模の市

民マラソンであるＮＡＨＡマラソン、首里城周辺で行われる琉球王朝祭りなど、那覇の街はイベントに事欠きません。 

　また自然豊かな風土に恵まれ、青い空、真っ白な砂浜や、のびのびとした開放感をいざなう風、そして目の前には「これぞ！

南国沖縄の青い海！」。のんびり波の音を聞いたり、海風を感じながら、ご来訪の皆様にはこの機会に是非、本市の文化や自然

に触れ、人と語らい心身ともに本大会を楽しんでいただければと心から願っております。 

　結びに、バリアフリーダイビング協会の益々のご発展と、本大会の開催に尽力いただきました関係者の皆様に敬意を表し

ますとともに、本大会の成功を祈念いたしまして、歓迎のごあいさつといたします。 
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ごあいさつ 

日本バリアフリーダイビング安全対策委員長 

後　藤　　勝　之 

昨年は、一つの節目でもある10回大会を無事終了することができました。 

最初の頃、参加者の皆様の体力のことや、現場の導線を如何に安全、安心して参加できるように考えておりましたが、10年と

いう年月を取りまして「ふと考えると、この大会に参加する自分の安心と、安全が確保できれば参加者の皆様にも喜んでいた

だけるものが提供できるのではないのかな」と思える現在の自分があることに気がつきました。ま、早く言えば「年を取った

なー」ということでしょう。 

  

大会も回を重ねるごとに、指導員とボランティアの連携がこちらが心配することなく動いていることや、事務局のフォロー

が何の催促もなくスムーズに行えていることは長年の経験が生きているんだと感心しています。安全対策委員長としてここ

最近は何も指示することなく、参加者とボランティアの方が目と目で合図している姿を見ると頼もしく安心して見ているこ

とができます。 

  

しかし、ダイビングは少しでも気を抜くと重大な危険が待ち受けていることも事実です。11回大会を迎え、安全、安心を提供

し、参加者の皆様、ボランティアの皆様と共に「楽しかったの笑顔」を交流会で見ることができるよう、今後も皆さんと楽しさ

の裏側に潜む「危険」を監視していくよう努力をしていきます。うるさい役目ですが、監視をしながらも皆さんと沖縄しっか

り楽しみます。 

健康管理、体調管理してください。！！！ 

そして一緒に楽しみましょう！！！！！ 

 

ごあいさつ 

財団法人日本障害者スポーツ協会 

会　　長　北　郷　　勲　夫 

　第11回バリアフリーダイビング全国大会の開催にあたり一言ご挨拶を申し上げます。本大会はここ沖縄の素晴らしい海で、

バリアフリーダイビング国内最高峰の大会として開催されますことを、心からお祝い申し上げます。 

　「～Let
,
s Start～ 始まりは全てここから、それは・・・海。」を今年のテーマとして、すべての参加者が大自然を舞台にダイビ

ングを楽しみ、友好の輪を広げ、多くの喜びを感じる大会であることは、大変喜ばしい限りであり、その成果を大きく期待し

ているところであります。 

　今大会に参加された選手の皆様は、その持てる力を存分に発揮し、大いに楽しみ多くの方に喜びと感動を伝えてください。 

　むすびに本大会の開催にご尽力くださいました関係者の皆様に厚くお礼を申し上げますとともに、参加者全員の安全とご

多幸を祈念いたしまして、挨拶とさせていただきます。 
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第11回バリアフリーダイビング全国大会 in 沖縄 
Let
,
s start ～ 始まりは全てここから、それは・・・海。 ～ 

パシフィックホテル沖縄（沖縄県那覇市） 
第11回バリアフリーダイビング全国大会　実行委員会 
文部化学省所管財団法人社会スポ－ツセンタ－ 
（財）日本障害者スポーツ協会登録団体 
日本バリアフリ－ダイビング協会 
厚生労働省／沖縄県／那覇市／第十一管区海上保安本部／(財)日本障害者スポー
ツ協会／独立行政法人国立青少年教育振興機構　国立沖縄青少年交流の家／社会
福祉法人沖縄県社会福祉協議会／社会福祉法人沖縄県身体障害者福祉協会／社会
福祉法人浦添市社会福祉協議会／(財)日本海洋レジャー安全・振興協会／(財)沖縄
観光コンベンションビューロー／(財)ブルーシー・アンド・グリーンランド財団／
サン・アビリティーズうらそえ／沖縄県障害者スポーツ指導者連絡協議会／(財)日
本障害者リハビリテーション協会／(財)日本児童家庭文化協会／MFAジャパン(株)
／沖縄タイムス社／琉球新報社／読売新聞那覇支局／西日本新聞社那覇支局／朝
日新聞社那覇支局／沖縄テレビ放送／琉球放送／琉球朝日放送／ＮＨＫ沖縄放送
局／日本テレビ放送網(株)／沖縄ケーブルネットワーク(株)／ラジオ沖縄／FM沖縄 
昇陽物産(株)／セントラルスポーツ（株）／ＣＭＡＳ・ＪＥＦＦ／（株）ムラサキスポ
ーツ／ワールドダイブ株式会社／日本ウェットスーツ工業会／共和コンクリート
工業株式会社／株式会社クリニカルサポート／株式会社ゼロ／円山医院／西町ク
リニック／河野整形外科医院／にこにこ整形外科医院／秀月／アインダイビング
スクール／有限会社エムオーテック／大塚製薬(株)／オリオンビール（株）／パシ
フィックホテル沖縄／マリンウエスト那覇／ラ・ティーダ西表／沖縄自然薬草セ
ンター／寺西歯科医院／やえす歯科医院／ながた歯科医院／一日橋むらた歯科医
院／(有)中国ダイビング／全日本水泳連盟　ＪＵＤＦ／(株)山文／寓話／親不知
マリンサービス／もろみ酢ドットコム／Webショッピング旬鮮沖縄／沖縄ツーリ
スト／ＯＴＳレンタカー／那覇医師会／(株)タバタ／(株)マスク／(株)沖縄ポッカ
コーポレーション／(株)瑞泉酒造／(株)瑞穂酒造／南島酒販(株)／南西医療器(株)
／上ノ山中学校／ナハマリンスポーツ／久米島海洋深層水開発(株) 
肢体障害者・視覚障害者・聴覚障害者・内部障害者・高齢者、及びスキューバーダイ
ビングに関心のある、ダイビングに適した健康状態の方 
ゲスト参加者　42名 
ボランティア参加者　約160名 

大　森　良　雄　　　　東京都　サロンド・オオモリ 

齋　藤　　毅　　　　　神奈川県横浜市 

提　橋　力　一　　　　群馬県伊勢崎市 

伊　芸　　滋　　　　　沖縄県那覇市 

真喜志　　敦　　　　　沖縄県那覇市　真喜志工務店代表 

川　上　　薫　　　　　沖縄県那覇市 

宮　城　恵　秀　　　　沖縄県那覇市 
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大会スケジュール 
TIME 6月26日（木） 6月27日（金） 6月28日（土） 6月29日（日） 

ボランティア・スタッ 
フ会場入り・準備 
○朝食 
　食事前後順次 
　メディカルチェック 

ボランティア・スタッ 
フ会場入り・準備 
○朝食 
　食事前後順次 
　メディカルチェック 

○朝食 

地元ボランティア 
送迎準備 

帰路準備 

スタッフ 
反省会 

解散 
○リーダーミーティング ○リーダーミーティング 

チームミーティング 
（チーム毎に時間を設定） 

○リーダーミーティング 

※.気象状況や海況により、スケジュール、場所が変更又は中止される場合がありますので、あらかじめご了承下さい。 

6:00 
 

　7:00 
 

8:00 
 

9:00 
 

10:00 
 

11:00 
 

12:00 
 

13:00 
 

14:00 
 

15:00 
 

16:00 
 

17:00 
 

18:00 
 

19:00 
 

20:00 
 

21:00 
 

参加者は 
各空港に集合 
沖縄へ向けて出発 

全参加者 
空港到着 
会場まで 
順次送迎 

15:00～ 
リーダー説明会 

16:15～17:30 
参加者説明会 
各グループ顔合わせ 

18:00～18:50 
開会式 
オリエンテーション 
19:30～21:00 
welcomeディナー 

Ａコース 
8:30～ 
 

海洋２ 
 

昼　食 
 

海洋３ 
 
 
 

15:00～ 
帰港  
 

昼　食 
（ホテル） 

18:30～ 
夕食 

19:30～ 
記念撮影 
閉会式 
交流会パーティ 

Ｂコース 
8:30～ 
 

海洋１ 
 

昼　食 
 

海洋２ 
 
 
 

15:00～ 
帰港  
 

13:00～ 
受付開始 

9:00～ 
国際サンゴ礁年 
フォーラム 

13:00～ 
Ａ 
海洋１ 
 

16:00 
帰港 

13:00～　 
Ｂ 
プール 
 

体験1 

※延泊者 
　オプション 
　ダイビング 
　　　出発 

16:00 
オプション 
ダイビング 
　　　帰港 

チェックアウト 
空港へ移動 
空港でフリー 

各空港へ向け 
出発 
 

～パシフィックホテル沖縄～ 
 
那覇空港より車で10分、陽光の中にひときわ輝くコーラルピンクの11階建
ての建物に、客室と、日本料理・西洋料理・中国料理・沖縄郷土料理・和風鉄板
焼き・バイキング料理などのレストランがあり、お土産品や身の回り品を取
り揃えたショップや美容室、屋外スイミングプールと、トレヴィの泉とベル
サイユ宮殿を基調としたヨーロピアンガーデンがあり、あらゆるお客様にご
満足いただける機能性と快適性を兼ね備えた「シティ＆リゾートホテル」です。 
 

～ダイビング～ 
海中は抜群の透明度 
です。ダイビングを 
満喫してください。 
・Ａコース（ファンダイブ） 
　認定カード所持者の方　 

・Ｂコース（体験ダイブ） 
　認定カードお持ちでない方　 

 

 

「海の森」・・・・・ 
サンゴを通して地球環
境を考えてみませんか。
サンゴの大切さがよく
わかります！！ 
 
 

～国際サンゴ礁年 
　　　フォーラム～ 
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ホテル配置図と各会場のご案内 
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昊の間（こうのま）は 
閉会式の会場となります 

モ
ノ
レ
ー
ル 

↑
空
港 

首
里 

→ 

安里駅 

牧志駅 〒 

三越 

国際通り 

てんぶす那覇 
那覇市伝統工芸会館 

牧志公設市場 

沖縄・那覇空港からモノレールで15分・牧
志駅から徒歩３分、国際通り沿いの便利
な場所に位置し、抜群のロケーションと
安らぎのサービスで快適な旅をお約束い
たします。 

〒902-0067 
沖縄県那覇市安里1-2-21 
TEL：098-866-5533 
FAX：098-862-9039



ダイビングポイント 
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協　会　概　要 
１．名　　称　　日本バリアフリーダイビング協会 

略　　称　　ＪＢＤＡ 
英語名称　　JAPAN　BARRIER FREE　DIVING　ASSOCIATION 

２．住　　所 　  〒９００－００３３ 
沖縄県那覇市久米1-5-18　稲福ビル１Ｆ 
電　　話　　０９８－８６９－４９５７ 
Ｆ Ａ Ｘ　　０９８－８６７－４０３４ 

３．設立月日　　平成９年７月１０日 
４．目　　的　　全国の体の不自由な皆さんのダイビングの重要性の認知、普及を図り、リハ 

ビリテーション及びノーマライゼーションに広く深く貢献し、ダイビングの 
健全な発展に寄与する。 

５．事業内容　　(１) 障害者のダイビングの普及および振興 
(２ ) 障害者のダイビングに関する知識の普及 
(３ ) 障害者のダイビング調査研究及び広報活動 
(４ ) 障害者のダイビング教室の開催 
(５ ) 障害者のダイビング指導員の養成 
(６ ) 障害者のダイビングスポーツ選手の育成強化 
(７ ) ダイビングの育成・検定及び指導 
(８ ) 潜水の技術・安全の確保及び指導法の調査・研究 
(９ ) カリキュラムの研究・開発 
(10 ) 刊行物の発行 
(11 ) ダイビングポイント及び施設の充実 
(12 ) ダイビング器材の研究開発 
(13 ) その他、この会の目的達成に必要な事業 
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 ありがとう  
～ Smile ＆ Smile ～ 

メディカルチェック渋滞中 

船上にて Nice Smi le！ 

事務局、無事をと祈念撮影 少し空いてきたかな 

お帰りなさい、ではなく 
これから出発じゃ 

出発前、暫し休憩 
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お弁当タイム！ 

Smi le & Smi le ① 

どんどん行列が続く 

伊藤夫妻、仲良くお弁当 

最近はやりの？行列 

Smi le & Smi le ② Smi le & Smi le ③ 

さらに繋がり 

撮るのも大変です 

お弁当タイム！ 

雪崩れ式のカチャーシー ついにフィナーレへ 



活 　 動 　 内 　 容 

■活動内容 

安全なプログラムの充実 

　ハンディーを持っている方の身体的特徴は千差万別です。従って一様な指導方法では、適切な指導方法と

は言えません。個々の能力を把握し、どの程度の介助をすべきかを結論付け、結果として初級のレベルを４

段階に区分けし、安全で楽しいダイビングが提供できるようにプログラミングされております。 

　勿論、経験を積むことによる能力の向上、又リハビリテーションの効果が出てくることで、介助する範囲

は少なくなり、それなりにランクをアップして、次の段階に進んでいくことになります。この区別は、どの

程度の介助をすべきかの指標のランク付けであり、上手か下手かの区別ではない事の認識をしてもらい、安

全なダイビングの提供に寄与していきます。  

 

■サポートダイバーの育成 

　レクリェーショナルダイビングに於いては、必ずバディという相棒と共に水中で行動することにより、安

全値を高め楽しいダイビングライフに務めるのですが、初級レベルにてランク付けされたダイバーも、各々

のダイバーに適した介助を受けながら行動することになります。そのためには訓練されたダイバーがバディ

ー（相棒）となり、安全で楽しいダイビングを提供します。又、バディー（相棒）は、サポートダイバーと

しての介助能力の程度に応じて区別され、その知識と技術を持つ者が、バディーとなります。このことは、

ハンディーを持っている方達のダイビングの機会を作るのに大変重要なことであり、サポートダイバーを積

極的に育成していきます。 

 

■指導員の育成 

 体の不自由な方、加年齢の為にハンディを持っている方は、それぞれに特徴を持っております。例えば、

体温調節の機能低下、下肢麻痺、痛覚の麻痺、全身の筋力低下、会話ができない等さまざまです。指導者は、

それぞれの特徴を把握し、残存能力を生かしつつ、二次的障害を防がなくてはなりません。 

　従って、指導員は、ダイビングの知識の他に、障害の原因、症状、予防、対処法、二次的障害の予防等の

知識と、リハビリテーションの効果的な運動法等の知識を併せ持つ必要があります。しかしながら、これら

の指導員は、日本では、皆目少ないのです。協会としては、指導員を積極的に育成していきます。 

 

■ハンディキャップ所持者指導員の育成 

 ダイビング指導は、健常者でなければならない理由は有りません。残存能力の維持向上からしても、やる

気のあるハンディキャップ所持者が、指導者として活躍できる場を持つべきなのであります。十分なダイビ

ングの経験と知識が有れば、ダイビングの理論を指導する事ができます。又、救助能力を養えば、限定水域

（例：プール）での実技指導も行えます。残存能力の維持向上の精神は、指導者の道も提供しており、社会

参加の一つともなりうるので積極的に育成していきます。 

 

■安全なサポート体制 

　障害の種類は、多種多様に存在します。それも程度が異なったり併発等の場合もあります。 又、行って

は危険な障害もあります。 

　そのようなケースに於いては、適切な判断、指導方法を仰ぐことにより、二次的障害を防ぐ必要がありま

す。そのために、アドバイサーとして、全国に顧問ドクター、身障者スポーツ指導員を配置し、万全を期し

て活動しております。又、会話が不自由な方には、専門のインストラクターを配置しております。 

 

■指導方法・スキル・マニュアル・器材・その他等の研究開発への貢献 

 

■ノーマライゼーション及び、リハビリテーションに寄与するための社会への貢献と認知 

 

■スポーツとしてのダイビングの積極的普及 

 

■当協会の安全システムルールの世界への広宣と交流への貢献 
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協会役員名簿  
会長　　　　　　　　　　　山　田　眞佐喜  
専務理事　　　　　　　　　宮　里　一　男　　　　上級障害者スポーツ指導員 
　　　　　　　　　　　　　森　井　一　雄　　　　有限会社エムオーテック　代表 
理事　　　　　　　　　　　本　武　久　幸　　　　中央動物病院　院長 
　　　　　　　　　　　　　武　藤　　　潤　　　　サンヨーシステム開発　代表 
　　　　　　　　　　　　　寺　西　　　真　　　　寺西歯科医院　院長 
沖縄支局長　　　　　　　　名　嘉　一　郎　　　　 
監事　　　　　　　　　　　波　平　常　雄　　　　ロンドコンサルティング　代表 
協議会会長（関東）　　　　新　井　雅　人　　　　JBDA関東事務局長　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アインダイビングスクール/チームキャナビス　代表 
　　　　　（中部）　　　　加　藤　喜　久　　　　(有)アクアビット　代表 
　　　　　（中国）　　　　錦　織　秀　治　　　　(有)中国ダイビング　代表 
　　　　　（九州）　　　　山　中　　　博　　　　有限会社マリンテック　代表 
　　　　　（北陸）　　　　近　江　　　寛　　　　アクアスポーツプラザ　代表 
東京事務局長　　　　　　　黒　澤　伴　次　　　　沖縄県流通機構開発株式会社　代表 
 
名誉顧問　　　　　　　　　藤　尾　幸　司　　　　我孫子東邦病院　院長 
顧問　　　　　　　　　　　後　藤　勝　之　　　　JBDAイベント安全管理対策委員長 
　　　　　　　　　　　　　下　地　幹　郎　　　　衆議院議員 
　　　　　　　　　　　　　儀　部　和歌子　　　　儀部和歌子法律事務所代表 
　　　　　　　　　　　　　松　島　トモ子　　　　タレント 
　　　　　　　　　　　　　富　田　拓　也　　　　株式会社　拓商　代表 
　　　　　　　　　　　　　上　地　武　昭　　　　沖縄県障害者スポーツ指導員協議会　会長 
　　　　　　　　　　　　　運　天　　　健　　　　沖縄県障害者スポーツ指導員協議会　事務局長 
　　　　　　　　　　　　　古　野　雅　彦　　　　協立病院　スポーツ医師 
　　　　　　　　　　　　　伊　藤　博　明　　　　独立行政法人　国立病院機構　新潟病院　診療部長 
　　　　　　　　　　　　　真栄田　篤　彦　　　　西町クリニック　院長　（社）那覇医師会副会長 
　　　　　　　　　　　　　河　野　一　郎　　　　医療法人　河野整形外科医院　医院長 
　　　　　　　　　　　　　鳴　海　幸　恵　　　　東京都老人医療センター　歯科口腔外科医師 
　　　　　　　　　　　　　本　間　公　也　　　　共和コンクリート工業株式会社　役員 
　　　　　　　　　　　　　小　濱　　　哲　　　　名桜大学　教授 
　　　　　　　　　　　　　伊良波　知　子　　　　沖縄リハビリテーション福祉学院　理学療法学科　講師 
　　　　　　　　　　　　　青　木　英　雄　　　　昇陽物産株式会社　社長 
　　　　　　　　　　　　　飯　島　　　譲　　　　医療法人社団　順邦会　飯島整形外科　院長 
　　　　　　　　　　　　　瀬　田　芳　博　　　　財団法人社会スポーツセンター事務局長 
　　　　　　　　　　　　　中　谷　三　男　　　　財団法人産業教育振興中央会　事務局長 
　　　　　　　　　　　　　円　山　忠　信　　　　円山医院　院長 
　　　　　　　　　　　　　永　光　彰　典　　　　医療法人　博愛会病院　外科部長 
　　　　　　　　　　　　　山　崎　博　臣　　　　木原病院　医師 
　　　　　　　　　　　　　服　部　英　二　　　　国立沖縄青少年交流の家　所長 
　　　　　　　　　　　　　伊佐地　　　隆　　　　茨城県立医療大学　助教授 
　　　　　　　　　　　　　金　山　太　一　　　　ボードオブディレクター,文化事業部部長,アクター,ボーカル　 
　　　　　　　　　　　　　大仁田　　　厚　　　　元参議院議員 
　　　　　　　　　　　　　吉　田　　　章　　　　筑波大学教授 
　　　　　　　　　　　　　伊志嶺　恒　洋　　　　にこにこ整形外科　院長 
　　　　　　　　　　　　　三　浦　孝　仁　　　　岡山大学教授 
 
参与　　　　　　　　　　　屋　良　文　雄　　　　沖縄ジャズ協会　会長　ジャズピアニスト 
　　　　　　　　　　　　　高　尾　清　子　　　　障害者スポーツ指導員 
　　　　　　　　　　　　　市　川　　　徹　　　　中国電力株式会社　配電部　計画担当　副長 
　　　　　　　　　　　　　佐久間　真　一　　　　久茂地公民館　社会教育指導員 
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　　　　　　　　　　　　　比　嘉　秀　則　　　　秀月　代表 
　　　　　　　　　　　　　田　端　　　充　　　　舞台監督 
　　　　　　　　　　　　　外　間　裕　朋　　　　沖縄県庁沖縄企画開発部地域離島振興局市町村課主査 
　　　　　　　　　　　　　高　山　朝　夫　　　　沖縄県立浦添工業高校　教頭 
　　　　　　　　　　　　　濱　本　朝　金　　　　元沖縄警察学校長 
　　　　　　　　　　　　　山　田　忠　明　　　　山田歯科医院　院長 
　　　　　　　　　　　　　本　田　貴　志　　　　セガミメディックス（株）薬剤師 
　　　　　　　　　　　　　高　橋　英　明　　　　株式会社　宝建　代表 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川口市市議 
　　　　　　　　　　　　　井　上　　　浩　　　　東京電力（株）埼玉支店さいたま支社　課長 
茨城県推進室長　　　　　　山　崎　眞　巳　　　　（有）メディカルクリーンサービス　代表 
中国地区推進室長　　　　　秋　尾　　　護　　　　山口潜水（有）　代表 
　　　　 
推進委員　　　　　　　　　西　村　慎　祐　　　　有限会社　山手工業 
　　　　　　　　　　　　　酒　井　　　洋　　　　理学療法士 
　　　　　　　　　　　　　水　谷　正　人　　　　名古屋市役所 
　　　　　　　　　　　　　野　口　定　康　　　　有限会社　インターラーケン代表　 
 
エコツーリズム推進室長　　松　原　孝　雄　　　　リンカーン学園　講師 
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総発売元／製造元 
ダイブソニック 
〒418-0022　静岡県富士宮市小泉2182-17 
有限会社　太田海洋　ダイブソニック事業部
TEL 0544-26-8233 
http://www.divesonic.com 
e-mail   divesonic@ocean.email.ne.jp 
 
国内総販売元 
株式会社ゼロ 
〒152-0004　東京都目黒区鷹番1-11-5 
TEL 03-5721-1906 
http://www.zero-zero.co.jp 
e-mail   zero@zero-zero.co.jp 
※本製品は改良のため、予告なく変更する場合があります。
※製品は日本製です。 
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http ://www.e-jbda.com/ 
e-mai l  info@e-jbda.com 

財団法人日本障害者スポーツ協会登録団体 

日本バリアフリーダイビング協会 
〒 900-0033　 沖 縄 県 那 覇 市 久 米 1-5-18 

T E L :098-869-4957 ／ FAX :098-867-4034 
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第11回 バリアフリーダイビング全国大会 
JCIAとJEFFは、海の素晴らしさを伝える活動を 

世界基準の安心で支援いたします。 

J C I A
〒141-0021 
東京都品川区上大崎3-5-3 
　朝日目黒ビジネスマンション702
TEL03-5792-4516  FAX03-5792-4517
Mail：info@cmasjp.org

JEFF=CMAS
〒220-0023
神奈川県横浜市西区平沼1-33-19 
　モンテベルデ第3横浜1106
TEL045-324-5863  FAX045-324-5864
Mail：info@jeff-c.com




